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岩手県 山 田 湾 にお ける蜃気楼の 研究報告

大鐘卓哉 （小 樽市青少年科学技術館）

1 ， は じめ に　　　　　　　　　　　　　3 ， 結果

　北海 道 小 樽 沖 で の 蜃気 楼 を 記述 し た　 デ ジ タル カ メ ラ に よ る 観測 の 結果 、

江戸 時代 の 文献［1］には 、岩 手県 山 田湾で　2003年 5 月 3 日 の 画 像か ら若干 の 風 景

も 蜃 気 楼 が 見 ら れ た と い う 記 述 が あ の 伸 びが観 察 され 、 上位蜃気楼が発 生 し

る 。 しか しなが ら、 山 田 湾 に お ける現 た こ とを確認 で きた 。

代 で の 蜃気楼発生 を 確 証 す る 写 真等 の 　　また郷土史研究家か らは 、 か つ て 山 田

資料 は残 され て お らず 、 蜃気楼の 研 究 で蜃気楼が見 られ た こ と を示 す もの と し

は体系的に 行わ れ て い な か っ た 。 そ こ　て 、　「遠野 物語［2］」　「筆満可勢［3］」 を は

で 、 本研究で は 、 山 田 湾 に お け る 蜃 気　じめ 、 明治期に読 まれ た漢 詩［4ユや 新 聞報

楼 に関す る 文献や 資 料 の 調査 を ま と め 道 匚5］、 昭和期の 「山 田音頭 ［6］」 の 資料 を

る と と も に 、 蜃 気 楼の 発生 の 有無 を確 提 供を受けた 。

認す るた め の 調査 ・ 観測 を行 っ た 。　　　 そ して 聞 き取 り調 査の 結果 、 複数 の 山

　　　　　　　　　　　　　　　　　　田 町民 か ら蜃気楼 を見 た こ とが ある と の

　　証言を得た 。

　　 図 1　 山田湾の位置 と観測方向

2 ， 観測 ・ 調査
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聞 き取 り調査 を行 っ た。
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4
， ま とめ

　江戸 時代 にお い て 蜃気楼が見 られ た こ

とを 示す文献 があ り、観測 を行 っ て み る

と現代 で も上位蜃気楼が発 生 して い る こ

とを確認 で きた地域 （石狩湾［7］、 津軽海

峡［8］、 伊勢 湾［9］） と 同様 に 、 山 田 湾で

も現代 にお い て 上 位蜃気楼が発生 して い

る こ とが確認で き た 。 今後 、 他 の 地 域で

も観測 を行えば上 位蜃気 楼の 発生 を確 認

で きる可能性がある 。

一 408 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


